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委 員 長 事務局長 課  長 主務係長  ：   関係係長 書  記 

     

令和４年 第１９回委員会会議録 

１ 開催年月日 令和４年９月20日（火） 

２ 開閉会時刻 開会：午前10時30分 閉会：午前11時30分 

３ 場   所 福岡市選挙管理委員室 

４ 出 席 委 員 稲員委員長、大石委員長職務代理者、江藤委員、石井委員 

５ 事務局職員 事務局長、選挙課長、庶務係長、選挙係長 

６ 傍 聴 者 なし 

７ 議   題 

（１）議案 

   議案第19号 福岡市長選挙における選挙長の選任について 

   議案第20号 福岡市長選挙における選挙長の職務代理者の選任について 

   議案第21号 福岡市長選挙における選挙長が事務を行う場所について 

   議案第22号 福岡市長選挙における選挙会の場所及び日時について 

   議案第23号 福岡市長選挙における候補者の氏名等の掲示に用いる用紙の規格及び 

様式について 

（２）報告事項 

  ① 在外選挙人名簿登録者数について 

  ② 検察審査員候補者予定者の選定について 

  ③ 裁判員候補者予定者の選定について 

  ④ 期日前投票所について 

  ⑤ 政治活動のために使用する事務所に係る立札及び看板の類に表示する証票の交付 

   状況について 

（３）その他 

次回以降の委員会の開催予定日時 

・令和４年10月５日（水）午前10時30分 

・令和４年10月25日（火）午前10時30分 
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・令和４年11月５日（土）午前10時30分 

８ 議事次第（○：出席委員、▲：事務局職員） 

（１）議案 

各議案について、事務局から説明を行い、審議の結果、出席委員の全会一致で可 

   決された。 

（２）報告事項 

報告事項について、事務局から資料の説明・報告を行った。 

（３）その他 

   ・次回以降の委員会の開催日時は、資料記載のとおり決定した。 

【質疑等】 

    ○ 候補者氏名等掲示の用紙規格についてＡ４は小さいのではないか。市長選挙 

と市議会議員選挙については、本市で規格を決定できるのであれば、文字が見 

やすい大きな用紙規格に変更してはどうか。 

    ▲ 候補者数に応じて規格を使い分けることは考えられる。市長選挙においては、 

比較的、候補者数が少ないため、Ａ４規格でも問題はないと思われるが、市議 

会議員選挙では候補者数が多いため、今後検討したい。 

    ○ 規格を変えない場合でも文字サイズを大きくすれば、見やすくなるのではな 

いか。次回の委員会で見本を示してもらいたい。 

    ○ 検察審査員候補者予定者は、だれでも選定対象となりうるのか。 

    ▲ 区選挙管理委員会でくじにより選定する際、選挙権を有しない者は除外する 

が、それ以外で、例えば職業等で除外するといったことはしない。 

    ○ くじはどのように行うのか。 

    ▲ くじはシステムのプログラムでランダムに選定される。 

    ○ 今回増設した商業施設での期日前投票所は、今後も継続設置するのか。 

    ▲ 施設側の都合もあるが、市が管理執行する選挙においては設置したいと考え 

ている。 

    ○ 期日前投票所を設置する場所は、施設の会議室などになるのか。 

    ▲ 施設の状況によるが、会議室やスペースの一角を借りての設置となる。また、 

執行する選挙数に応じて必要な広さも違ってくるため選挙ごとに調整を要す 

る。 
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    ○ 商業施設での期日前投票所の設置については、これまで要望してきたことで 

あり新たに４か所も増設されることは喜ばしい。ただ、これまで課題となって 

いた選挙事務に精通した人員の確保や予算上の問題はどのようにクリアしたの 

か。 

    ▲ 人員については他局にも協力を依頼し、期日前投票所を設置する期間、選挙 

事務の経験がある職員に応援をお願いできないか協議を行っているところであ 

る。また予算については、市長選挙費の中で調整を行い確保する予定である。 

    ○ 今回増設する期日前投票所１か所あたりの経費はどれくらいか。 

    ▲ これから確定していくが、１か所あたり２～３百万円程度を想定している。 

    ○ 今回、予算等の課題をクリアして期日前投票所が増設できたのであれば、こ 

     れまで要望してきたバースデーカードについても実現できるのではないか。 

    ▲ 18・19歳へのバースデーカードの送付については、選挙の有無に関係なく常 

時啓発の一環として行うものと考えているが、新規事業は経常予算では認めら 

れにくいため、既存の常時啓発事業を縮減するなどの検討が今後必要である。 

    ○ 常時啓発ではなく選挙時啓発の予算で出来るのではないか。国政選挙は少な 

くとも数年おきにあるので、選挙時の予算で18・19歳へのバースデーカードの 

送付についても前向きに検討してもらいたい。 

    ○ 他都市での商業施設への期日前投票所の設置状況はどうか。また、施設の借 

上げに係る経費は要するのか。 

    ▲ 本市を除く19政令市のうち、12市で商業施設での期日前投票所の設置を行っ 

ている。また、借上げ料は施設側と協議の上、支払う予定である。 

 


